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斑細菌病の発生状況．令和 6 年度果樹茶業研究会，茨城県つくば市(2025.01) 

(53) 宮嶋一郎・長谷川拓也・本間博樹・大﨑久美子：ナシ花腐細菌病の罹病枝における病原菌分布．

第 77 回北陸病害虫研究会，新潟県長岡市 (2025.02) 

(54) 野澤日奈子・木村宇輝・柴田則子・下田絵美子・常世田好司・大﨑久美子・石原亨・柴田敏史：生

薬大黄由来ラタンニンを用いた細菌べん毛を標的とした新規抗菌剤開発，日本農芸化学会 2025

年度札幌大会，北海道札幌市 (2025.03)  

(55) 石原亨：きのこ由来の概日リズム調節物質，令和６年度  鳥取大学新技術説明会，オンライン 

(2025.03) 

(56) 関宏太・上野琴巳・石原亨：ツチナメコ（Cyclocybe erebia）が生産する概日リズム調節物質

cyclocircadin 類の単離・構造決定，日本農芸化学会 2025 年度札幌大会，北海道札幌市 

(2025.03) 

(57) 北澤 葉,一柳剛: Speciosin B の合成研究，日本農芸化学会 2025 年度札幌大会，北海道札幌市 

(2025.03) 

(58) 和田友香, 服部朝渚,一柳剛: Kdo を含む海洋細菌 Cobetia litoralis の O 抗原繰り返し三鎖の合

成研究，日本農芸化学会 2025 年度札幌大会，北海道札幌市 (2025.03) 

(59) 吉原千尋・中田沙美・増中章・須崎浩一・大﨑久美子：二ホンナシ花腐細菌病菌によるナシ汚染

花粉の除菌方法の検討．令和 7 年度日本植物病理学大会，香川県高松市 (2025.03) 

 



5. 学会賞等の受賞 

Seki, K., Tanaka, T., Shimoda, E., Tanio, S., Yanakgita, R.C., Miyazaki, T., Tokumoto, K., Tazawa, 

T., Osaki-Oka, K., Ishihara, A.: Identification of sesquiterpene aldehydes as volatile antifungal 

compounds in Phaeolepiota aurea culture filtrate, Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, 88: 

1395–1402 (2024.12). 2024 年 B.B.B.論文賞 

  

6．調査報告書等 

(1) 早乙女梢：資源としてのきのこ菌株を扱える人材育成 ～大学教育を通した取り組み～(実務ワーク

ショップ報告)．日本微生物学会誌, 40: 128–130 (2024.12) 

(2) 早乙女梢・尾崎佑磨：～未知なる可能性の宝庫～きのこ菌株リソースのご紹介 (談話室)．生物工学

会誌, (2025.03, 受理) 

 

7．特許等 

(1) 花岡早苗・一柳剛・會見忠則・石原亨：抗カビ化合物、及び抗カビ組成物，特願 2024-111459 

(2024.07) 

(2) 石原亨・小林雄晟：概日リズム調節剤， 特願 2024-172086 （2024.10） 

 

8．共同研究（研究代表者のみ）: 10 件 

9． 外部機関（企業、公的機関など）からの相談・問い合わせ対応件数  :1 件 

（1）公的機関 メール・電話対応０件、面談 ０件 

(2) 民間企業など：メール・電話対応、面談 8 件 

 

その他の業績 

(1) 遠藤直樹：未来へ繋ぐ！菌根性食用きのこ類の菌株〜恒久的保存への挑戦〜．伊那谷アグリイノ

ベーション推進機構 第 8 回菌類勉強会,長野県松本市（2025.03） 

(2) 日本微生物資源学会第 30 回大会 実務担当者ワークショップ「『微生物を扱う人材の確保と育成 

～憧れの職業ランクインを目指して～』」（招待講演 「資源としてのきのこ菌株を扱える人材育成 

～大学教育を通した取り組み～」），千葉県木更津市 (2024.07) 



(3) 国立遺伝学研究所 ABS 支援室主催「森の遺伝資源シンポジウム―インドネシアと日本の国際共

同研究促進のために―」（招待講演 Lecture 4：“Potential of fungus/mushrooms – research 

activities of FMRC (Fungus/Mushrooms Resource and Research Center) as the culture bank of 

macrofungi -”） ，東京都中央区，(2024.10)    

 

 

 

 

  


